
問題

職長を介
した連絡

工事台帳
の

煩雑さ

分散して
保管され
た情報

書類内容
の重複

大真エンジニアリング株式会社（設備工事／電気工事）

【当初】

所在地：〒001-0930北海道札幌市北区新川718番地

ＨＰ：http://daisin-e.co.jp/

事業名：「設備工事業務支援システム開発事業」

・職長から、工事内容や日程を連絡し、
作業日報の編集も行っている。

非効率な業務プロセスを改善したい…

・現場から事務所へ帰社後、

「作業日報」・「個人日報」を入力している。

・工事台帳を年度ごとに

同じエクセルシートに作成

しているため、入力・参照が

しにくい。

・プロセスごとに個別に

ファイルが存在し、現場から

データが参照できないため、電話で

その都度確認しなければならない。 1/2



【補助対象事業の概要】
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・情報の一元化により

職長と職員の双方取り出しが可能に

・工事台帳の入力・参照がしやすくなり、

経理作業が軽減

事務作業の効率化により業務プロセスが向上

→情報の一元化により迅速かつきめ細やかな経営判断へ

・工事現場からも社内情報を閲覧でき、
その場でデータの参照が可能に

・現場から各種日報類の作成が可能
になり、帰社後の事務作業を削減

『設備工事業務支援システム』の導入


